
 
 

国
文
学
と
中
国
文
学 

―
「
鏡
」
に
つ
い
て
―  

平
成
十
五
年
十
二
月
六
日 

鏡
の
渡
。
昔
者
、

ひ
の
く
ま

桧
隈
の

い

ほ

り

の

廬
入
野
の
宮
に

あ
め
の
し
た
し
ろ

御

宇

し
め
し
し

た
け
を
ひ
ろ
く
に
お
し
た
て

武
少
廣
國
押
楯
の
天
皇
の
み
世
、
大
伴
の

さ

で

ひ

こ

狹
手
彦
の
連
を
遣
り
て
、
任
那
の
國
を
鎭
め
、

ま
た兼

、
百
濟
の
國
を
救
は
し
め
た
ま
ひ
き
。
命
を
奉
り
て
、

到
り
來
て
、
此
の
村
に
至
り
、
即
ち
、
篠
原
の
村
の

お

と

ひ

ひ

め

こ

弟
日
姫
子
を

つ
ま
ど

娉

ひ
て
、

ま
ぐ
は
ひ

婚

を
成
し
き
。

か

ほ

容
貌

き
ら
き
ら

美
麗

し
く
、

こ
と特

に
ひ
と
の
よ

人
間
に

す
ぐ絶

れ
た
り
。

わ

か

分
別
る
る
日
、
鏡
を
取
り
て

を
み
な

婦

に
お
く與

り
き
。
婦
、
悲
し
み

な渧
き
つ
つ

く
り
か
は

栗
川

を
渡
る
に
、
與
ら
れ
し
鏡
の

を

た

緒
絶
え
て
川
に

し
づ沈

み
き
。
因
り
て
鏡
の

わ
た
り

渡

と
名
づ
く
。 

こ
も隠

り
く国

の
、

は
つ泊
せ瀬

の
河
の
、

か
み上

つ
瀬
に
、

い斎
く
ひ杙

を
打
ち
、
下
つ
瀬
に
、
真
杙
を
打
ち
、
斎
杙
に
は
、
鏡
を

懸
け
、
真
杙
に
は
、
真
玉
を
懸
け
、
真
玉

な如
す
、

あ吾
が
思
ふ

い
も妹

、
鏡

な如
す
、
吾
が
思
ふ
妻
、
あ
り
と
言
は

ば
こ
そ
に
、
家
に
も
行
か
め
、
国
を
も
偲
は
め
、 

⑥
『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡 

⑤
『
萬
葉
集
』
巻
十
二
・
二
九
七
八 

「
寄
物
陳
思
」 

④
『
荘
子
』
（
応
帝
王
） 

③
『
萬
葉
集
』 

②
『
古
事
記
』
下
・
允
恭
天
皇 
軽
太
子
の
歌 

①
『
萬
葉
集
』
巻
十
六
・
三
八
○
八 

…
…
鏡
な
す 

見
れ
ど
も
飽
か
ず 

望
月
の 

い
や
め
づ
ら
し
み
…
… 

＊
「
ひ
ん
の
ぬ
す
み 

こ
ひ
の
う
た
」
（
毛
吹
草
）
。 

＊
契
沖
曰
く
、
「
詩
人
ハ
酒
ヲ
愛
シ
、
歌
人
ハ
色
ヲ
愛
ス
。
コ
レ
和
漢
ノ
大
体
歟
」
（
徒
然
草
鉄
槌
第
三

段
へ
の
書
入
・
全
集
十
六
）
。 

至
人
の
心
を
用
ゐ
る
こ
と
や
鏡
の

ご
と若

し
、

お
く将

ら
ず

む
か迎

へ
ず
、

こ
た応

へ
て

お
さ蔵

め
ず
、
故
に
物
に

た勝
へ
て

や
ぶ傷

ら
れ

ず
。

ま
そ
鏡
見
飽
か
ぬ
君
に

お
く後

れ
て
や

あ
し
た
ゆ
ふ
へ

朝

夕

に
さ
び
つ
つ

を居
ら
む 

す
み
の
え

住
吉
の

を

つ

小
詰
め
に
出
で
て

う
つ
つ

現

に
も

お
の
づ
ま

己
妻
す
ら
を
鏡
と
見
つ
も 

・
巻
四
・
五
七
二 

・
巻
二
・
一
九
六 

ま
そ
鏡
見
ま
せ

わ我
が

せ

こ

背
子
わ
が

か

た

み

形
見
持
て
ら
む
時
に
逢
は
ざ
ら
め
や
も 

（
真
十
鏡  

見
座
吾
背
子  

吾
形
見  

将
持
辰
尓  

将
不
相
哉
） 

 
 

 
 

                        
 
 
 
 
 
 
 
 

大
谷
雅
夫 

 



 
 
 

「
感
鏡
」 

 
 
 

「
以
鏡
贈
別
」 

…
…

こ
の
ご
ろ

閒

こ
の
鏡
を
得
る
。
既
に
明

か且
つ
好
し
。
形
は
文
彩
を

み観
る
、
世
に

ま
れ希

に
有
る
所
な
り
。

こ
こ
ろ

意
は
な
は

甚

だ

こ
れ
を
愛
す
。
故
に
以
て
相
ひ
与
ふ
。 

下
官
又
曲
琴
を
遣
は
し
、
揚
州
の
青
銅
鏡
を
取
ら
し
め
、
十
娘
に
留
与
し
、
并
せ
て
詩
を
贈
り
て
曰
く
…

… ⑩
漢
代
の
鏡
銘 

⑨
白
居
易
の
詩
二
首 

⑧
『
遊
仙
窟
』 

⑦
後
漢
・
秦
嘉
重
報
妻
書
（
芸
文
類
聚
・
閨
情
） 

・
常
貴
、
楽
未
央
、
毋
相
忘
（
常
に
貴
く
、
楽
し
み
未
だ

つ央
き
ず
、
相
ひ
忘
る
る 

こ
と
毋
か
れ
） 

・
願
長
相
思
、
久
毋
見
忘
（
願
は
く
は
長
く
相
ひ
思
ひ
て
、
久
し
く
忘
ら
る
る
こ 

と
毋
か
れ
） 

・
願
君
毋
相
忘
（
願
は
く
は
君
相
ひ
忘
る
る
こ
と
毋
か
れ
） 

 

・
見
日
之
光
、
長
毋
相
忘
（
日
の
光
を
見
て
、
長
く
相
ひ
忘
る
る
こ
と

な毋
か
れ
） 

「
わ
た
し
は
、
さ
ら
に
、
曲
琴
を
や
っ
て
揚
州
の
青
銅
鏡
を
取
っ
て
こ
さ
せ
、
そ
れ
を
形
見
と
し

て
十
娘
に
の
こ
し
、
あ
わ
せ
て
詩
を
贈
っ
た
」
（
今
村
与
志
雄
『
遊
仙
窟
』
岩
波
文
庫
） 

我
慚
貌
醜
老  

我
は

は慚
づ
貌
醜
老
に
し
て 

我
道
勝
明
月  

我
は

い道
ふ
明
月
に

ま
さ勝

れ
り
と 

留
鏡
在
匣
中  

鏡
を
留
め
て
匣
中
に
在
り

因
君
千
里
去  

君
に
因
り
て
千
里
去
れ 

…
… 

…
… 

自
從
花
顏
去  

花
顏
の
去
り
て
よ
り 

「
ち
か
ご
ろ
わ
た
し
は
此
の
鏡
を
得
た
。
明
る
く
て
い
い
し
、
形
と
い
ひ
模
様
と
い
ひ
世
間
に
め

つ
た
に
な
い
も
の
だ
。
わ
た
し
が
ひ
ど
く
す
き
な
も
の
だ
か
ら
之
を
お
ま
へ
に
や
る
」
（
鈴
木
虎

雄
『
玉
台
新
詠
』
上
・
岩
波
文
庫
）
。 

秋
水
無
芙
蓉  

秋
水
芙
蓉
無
し 

持
此
將
為
別  

こ
れ
を
持
つ
て
将
に
別
れ
を
為
さ
ん
と
す 

繞
鬢
斑
斑
雪  

鬢
を

め
ぐ繞

れ
る
斑
斑
た
る
雪 

美
人
與
我
別 

美
人
我
と
別
る

回
照
青
絲
髪  

青
糸
の
髪
を
回
照
せ
ん
に 

不
如
贈
少
年  

如
か
ず
少
年
に
贈
り
て 

人
言
似
明
月  

人
は
言
ふ
明
月
に
似
た
り
と 

 



…
…
煥
玄
錫
之
流
澤
、
恐
疎
遠
而
日
忘
（
玄
錫
の
流
沢
に

あ
き
ら

煥

か
に
し
て
、
疎
遠
に
し
て
日
び
に
忘
る
る
こ

と
を
恐
る
）
…
… 

・
君
有
行
、
妾
有
憂
、
行
有
日
、
反
無
期
、
願
君
強
飯
、
多
勉
之
、
仰
天
太
息
、 

長
相
思
（
君
行
く
こ

と
有
り
、
妾
憂
ひ
有
り
。
行
く
こ
と
日
有
り
、

か
へ反

る
こ
と 
期
無
し
。
願
は
く
は
君
強
ひ
て
飯
し
、
多
く

勉
め
よ
。
天
を
仰
ぎ
て
太
息
し
、 

長
く
相
ひ
思
は
ん
。
） 

…
…
城
呂
（
座
頭
ナ
リ
）
頗
能
二

和
歌
一

、
問
レ

之
、
歌
人
例
有
二

富
士
之
烟
之
語
一

、
来
由
如
何
、
呂
曰
、
昔

天
智
天
皇
ノ
代
、
富
士
山
下
市
、
常
有
二

老
人
来
売
一
レ

竹
、
人
怪
レ

之
、
一
日
行
尋
二

其
皈
処
一

、
富
士
山
中

一
村
翁
、
家
有
二

処
女
太
艶
美
一

、
翁
曰
、
女
初
於
二

鶯
巣
中
一

得
二

一
小
卵
一

、
卵
化
為
二

此
女
一

、
撫
養
日
久
、

我
毎
々
売
レ

竹
、
以
為
二

家
資
一

、
故
世
名
レ

我
為
二

竹
採
翁
一

云
々
、
此
事
聞
二

于
朝
廷
一

、
勅
求
二

此
女
一

、
遂
納

為
二

帝
妃
一

、
名
曰
二

加
久
耶
妃
一

、
妃
一
日
白
レ

帝
曰
、
妾
以
レ

有
二

夙
縁
一

、
来
侍
二

左
右
一

、
今
当
レ

帰
二

天
上
一

、

因
出
二

不
死
薬
、
天
葉
衣
、
及
粧
鏡
一

、
奉
レ

之
曰
、
若
見
レ

思
レ

妾
、
則
可
レ

見
二

此
鏡
一

、
鏡
中
必
有
二

妾
容
一
（

も若

し
妾
を
思
は
る
れ
ば
、
則
ち
こ
の
鏡
を
見
る
べ
し
。
鏡
中
必
ず
妾
が

か
た
ち

容

有
ら
ん
）
、
言
畢
不
レ

見
、
後
帝

披
二

天
葉
衣
一

飛
去
、
到
二

富
士
山
頂
一

、
於
レ

此
焼
二

不
死
薬
与
一
レ

鏡
、
其
烟
徹
レ

天
、
凡
歌
人
所
レ

用
、
本
二

於

此
一

也
、
富
士
亦
曰
二

不
死
一

、
蓋
由 

⑯
離
別
の
歌
の
中
の
鏡 

⑮
『
臥
雲
日
件
録
』
（
瑞
渓
周
鳳
）
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
二
月
二
十
日
条 

⑭
『
萬
葉
集
』
二
九
七
八
と
そ
の
注
釈
二
種 

⑬
閨
怨
詩
を
思
わ
せ
る
鏡
銘 

⑫
精
白
鏡
の
銘 

⑪
青
銅
器
の
銘 

・
久
不
見
、
侍
前
稀
、
秋
風
起
、
予
志
悲
（
久
し
く
見
ず
、
前
に
侍
る
こ
と
稀
な 

り
、
秋
風
起
こ
り
、

予
が
志
悲
し
む
） 

・
武
文
咸
刺
永?
毋
忘
（
武
文

み咸
な
烈
、
永
葉
忘
る
る
こ
と
毋
か
れ
） 

・
子
々
孫
々
永
宝
用
、
勿
遂
（
子
々
孫
々
永
く
宝
用
せ
よ
、
墜
す
こ
と
勿
か
れ
） 

・
其
自
今
日
孫
々
子
々
毋
敢
望
白
休
（
そ
れ
今
日
よ
り
孫
々
子
々
敢
て
伯
休
を
忘 

る
る
こ
と
毋
か
れ
） 

・
其
子
々
孫
々
永
宝
（
其
れ
子
々
孫
々
永
く
宝
と
せ
よ
） 

ま
そ
鏡
見
ま
せ
我
が
背
子
我
が
形
見
持
て
ら
む
時
に
逢
は
ざ
ら
め
や
も 

レ

此
也
、 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』 

武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
註
釈
』 

持
て
ら
む
時
に
―
持
テ
ラ
ム
は
、
持
ち
続
け
て
い
る
意
の
持
テ
リ
に
推
量
の
助
動
詞
ム
が
付

い
た
形
。
…
ム
時
ニ
は
仮
定
条
件
の
バ
に
同
じ
。
あ
な
た
が
こ
れ
を
持
っ
て
い
る
限
り
い
つ

か
は
逢
え
る
と
い
う
気
持
。 

形
見
で
あ
る
鏡
を
所
持
せ
む
時
に
の
意
。
手
に
取
り
て
見
る
時
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 



（
天
照
大
御
神
は
皇
孫

に
に
ぎ
の
み
こ
と

邇
邇
芸
尊
に
天
降
り
し
て
蘆
原
中
国
を
治
め
よ
と
詔
り
し
て
）八
尺
の
勾
瓊
、鏡
、

ま
た
草
那
芸
剣
、
ま
た
常
世
思
金
神
、
天
石
門
別
神
を
副
へ
賜
ひ
て
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
こ
れ
の
鏡
は
、

も
は専

ら
我
が

み

た

ま

御
魂
と
し
て
、

わ吾
が

ま
へ前

を
い
つ拝

く
が

ご
と如

い
つ
き
ま
つ
れ
。
次
に
思
金
神
は
、
前
の
事
を
取
り
持
ち

て
、
政
為
よ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。 

ふ
た
ご
山
と
も
に
越
え
ね
ど
ま
す
鏡
そ
こ
な
る
影
を
た
ぐ
へ
て
ぞ
や
る 

と
聞
こ
え
た
ま
へ
ば･･

･
･･ 

鏡
が
弥
生
時
代
以
降
に
大
陸
か
ら
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
あ
り

ま
せ
ん
。
…
…
で
す
か
ら
、
伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
日
本
の
神
社
の
多
く
が
鏡
を
ご
神
体
に
し
て
い
る
と
い

う
事
実
は
、
中
国
古
代
の
宗
教
思
想
の
影
響
を
う
け
た
も
の
だ
と
断
定
し
て
誤
り
な
い
と
思
い
ま
す
。 

（
光
源
氏
が
）
御
鬢
か
き
た
ま
ふ
と
て
、
鏡
台
に
寄
り
た
ま
へ
る
に
、
面
痩
せ
た
ま
へ
る
影
の
、
わ
れ
な

が
ら
い
と
あ
て
に
き
よ
ら
な
れ
ば
、
「
こ
よ
な
う
こ
そ
衰
へ
に
け
れ
。
こ
の
影
の
や
う
に
や
痩
せ
て
は
べ

る
。
あ
は
れ
な
る
わ
ざ
か
な
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
女
君
（
紫
の
上
）
、
涙
ひ
と
目
浮
け
て
見
お
こ
せ
た
ま

へ
る
、
い
と
忍
び
が
た
し
。 

⑲
祝
詞
「
出
雲
の
国
の

み
や
つ
こ

造

の
か
む神
よ賀
ご
と詞

」 

⑱
『
古
事
記
』
上 

⑳
福
永

み

つ

じ

光
司
〈
報
告
中
で
「
コ
ー
ジ
」
と
読
み
誤
り
ま
し
た
〉 

⑰
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻 

お
の
れ
み
こ
と

己

命

の
に
ぎ
み
た
ま

和

魂
を

や

た

八
咫
の
鏡
に
取
り

つ託
け
て
、

や
ま
と

倭

の
お
ほ
も
の
ぬ
し

大
物
主
く
し
み
か
た
ま
の
命
と

み
な名

を
た
た称

へ
て
、

お

ほ

み

わ

大
御
和
の

か
む神

な
び
に

ま坐
せ
。 

・
『
続
古
今
和
歌
集
』
離
別 

・
『
後
撰
和
歌
集
』
離
別 

・
『
後
撰
和
歌
集
』
離
別 

別
か
る
れ
ど
影
を
ば
添
へ
つ
ま
す
鏡
と
し
つ
き

ふ経
と
も
思
ひ
わ
す
る
な 

身
を
わ
く
る
事
の
か
た
さ
に
ま
す
鏡
影
ば
か
り
を
ぞ
君
に
そ
へ
つ
る 

「
八
角
古
墳
と
八
稜
鏡
」
（
『
道
教
と
日
本
文
化
』
） 

下
野
に
ま
か
り
け
る
女
に
、
鏡
に
添
へ
て
つ
か
は
し
け
る 

よ
み
人
し
ら
ず 

遠
き
国
に
ま
か
り
け
る
人
に
、
旅
の
具
つ
か
は
し
け
る
、
鏡
の
箱
の
う
ら
に
書
き
つ
け
て
つ
か
は

し
け
る 

 
 
 
 
 
 

お
ほ
く
ぼ
の
の
り
よ
し 

も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
の
も
と
へ
鏡
つ
か
は
す
と
て
よ
み
侍
り
け
る 

 
 
 
 
 
 

恵
慶
法
師

（
拾
遺
集
初
出
） 

身
は
か
く
て
さ
す
ら
へ
ぬ
と
も
君
が
あ
た
り
去
ら
ぬ
鏡
の
影
は
離
れ
じ 

 


